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遂には、われわれは、新しい Macintosh OS 7.1












れまでの Mac OS の基盤を、自らが社外で開


















































Mac OS X の一部として正式に採用されること
になった。こうしてチベット文字システムの
開発は大谷大学の手から離れることになった
が、そのことにより着実に Mac OS の一部とし
て改良が続けられることなった。2010 年には、
スティーヴ・ジョブスの賛同も得て、iOS にも
移植され、iPhone や iPad でもチベット文字シ
ステムが稼働するようになった。Windows では
先を越されたが、スマートフォンやタブレッ
トでは iOS 上でのみチベット文字を使えるよ
うになり、世界中のチベット人が、iPhone や
iPad を使ってメールやメッセージをやり取り
している。一般のチベット人のみならず、チ
ベット寺院のなかでも僧侶たちが iPhone で連
絡を取り、iPad で経典を読む姿が多く見られ
るようになった。かれらは実はこのシステム
が大谷大学の今枝先生の活躍から始まった長
い歴史を知らずに、この文明の利器の恩恵を
享受しているのである。そして、たぶんこの
ような開発の歴史は忘却の淵へと沈んで行っ
てしまうことだろう。そのことに寂しさを感
じながら、ここに少しばかりの記録を残して
おく。
